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２．財政検証・財政再計算の実施体制に関する資料

２－１　今回の財政検証・財政再計算にかかわる組織体制、担当職員の人数
２－２　担当職員等の経験年数、研修の実施状況等
２－３　その他財政検証・財政再計算の実施体制に関する資料

実施体制は以下の通り（平成26年財政検証公表（平成26年６月３日）時点）。

数理課経験年数

数理課長 33年 2月 29年 2月 19年 9月

＜総括担当＞

　　課長補佐（総括担当） 18年 2月  9年 1月  6年 1月

＜厚生年金担当＞

　　課長補佐 13年 2月  7年 9月  3年11月

　　係長  4年 2月  4年 1月  4年 1月

　　係員  2年 2月  2年 1月  2年 1月

　　係員 　　 2月 　　 1月 　　 1月

＜国民年金・基礎年金担当＞

　　課長補佐 10年 2月  7年 0月  2年10月

　　係長  3年 2月 　　11月 　　11月

　　主査 11年 2月 11年 2月 　　 2月

数理調整管理室長 24年 2月 15年10月 13年 1月

＜共済年金担当＞

　　室長補佐 14年 2月 11年11月  8年 8月

※　年金関係経験年数とは、厚生労働省年金局、財務省主計局給与共済課、日本年金機構、
　 国民年金基金連合会、企業年金連合会、年金シニアプラン等における在籍年数。

入省後年数 年金関係
経験年数

組織体制
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．
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］

［概
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．
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齢
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齢
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・
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齢
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３
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を
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．
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・
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３
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．
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・
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齢
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・
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て
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推
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、
そ
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の
結
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準
報
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年
齢
の
変
化
に
伴
う
賃
金
の
変
動
を
推
計
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３－３－５　前回財政検証・財政再計算からの推計方法の変更・改善点等

○　社会保障と税の一体改革により成立した法律による公的年金制度の改正を反映している。
　　　・基礎年金国庫負担２分の１の恒久化
　　　・年金額の特例水準の解消
　　　・被用者年金の一元化　（厚生年金には旧共済年金を含む。）
　　　・短時間労働者への厚生年金適用拡大（25万人ベース）
　　　※　低所得高齢者・障害者等への福祉的給付については、年金制度の外での対応であるため、
          財政検証の対象外。

○　賃金上昇率について、男女の賃金水準の差が過去（平成17～24年度）の傾向で平成42（2030）
　 年度まで縮小するものと仮定（男女の差が約15％解消）して推計を行っている。

３－３－６　その他推計方法に関して特記すべき事項

○　法律で要請されている（上記の改正を反映した）現行制度に基づく検証に加えて、社会保障制度改
　民会議の報告書やプログラム法で示された課題の検討に資するよう、一定の制度改正を仮定したオプ
　ン試算も実施している。

○　国会審議における大臣答弁等をふまえ、既裁定者の年金について、新規裁定者の年金水準との

　乖離幅が２割となった場合は、新規裁定者の年金と同じ賃金上昇率で改定するように推計している。
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